


皆さんは、対面で昔話を聞いたことは

ありますか？昔話だけでなく、人の声で

直接「おはなしを語ること」を「素語(す

がた)り」と言います。これは、絵本を読む

ことや、本を朗読するのとは違います。人

の声で直接語るだけ。まさに、何も道具

を使わずに語るだけでおはなしを届ける

ことなのです。

図書館では、「素語(すがた)り」のおは

なし会を第５土曜日に開催していて、５

月の第五土曜日に「金色とさかのおんど

り」を語ることにしました。

ここで、悩みが生じました。この主人公

である金色のとさかを持つおんどりが、

子どもたちの頭の中で生き生きと活躍で

きるのか？と言う疑問です。「おんどり」と

「とさか」がわかるのか？問題です。

ずいぶん前になりますが、この「素語(す

がた)り」のことを知った頃、先輩方は、お

はなしの中に知らない言葉があっても、

説明する必要はない。語る時に、様々な

説明を加えることは、おはなしの世界に

いる子どもたちを現実に戻してしまうか

ら。大人になってから、わかることがあっ

ても良い！とのこと。「なるほど。」と思いま

した。でも、その分からない言葉が、主役

だったら？

そこで、もし聞きに来てくれた子どもたち

が、分からないと言ったら、おはなしの前

に絵本の絵を使おうかと思いました。絵

本は、『コッケモーモー』（ジュリエット・ダ

ラス＝コンテ文 アリソン・バートレット絵

たなかあきこ訳徳間書店 2001年刊）

です。表紙におんどりの顔のドアップが描

かれています。おんどりが鳴き方を忘れて

しまうという、とぼけたおんどりのおはなし

です。なかなか面白い。

「金色とさかのおんどり」が、このおんど

りと同じ姿になることが良いことかは分か

りませんが、「おんどり」と「とさか」を理

解するのは、お話を楽しむために絶対に

必要かな？と思いまして。

で、本番。やっぱり、「おんどり」も「とさ

か」も分かりませんでしたので、絵を見て

もらって、「金色とさかのおんどり」が何者

なのかを分かってもらってからお話を語り

ました。お客さんは、少なかったけど、本日

のプログラムの三つのおはなし、どれも楽

しそうに聞いてもらえました。子どもの聞く

力が感じられる楽しい時間になりました。

『コッケモーモー！』
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